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 ガバナンス部門 

尾﨑一郎（教授・法社会学） 

センターの部門に関連した研究活動およびそのアウトプットについて。 

 グローバル化、多文化主義化の進展に伴い深刻化している２つの問題、すなわち法廷に

おける顕在的／潜在的文化衝突とヘイトスピーチ規制について、それぞれ文科省科学研究

費と学術振興会領域開拓プログラムから資金を得て行っている研究を継続した。 

 前者については、海外研究協力者である Dimitri Vanoverbeke ルーヴェンカトリック大

学（ベルギー）教授と松尾秀哉北海学園大学教授をお招きして、「司法の市民参加と多文

化主義：ベルギーの経験から」と題するシンポジウムを１２月５日に開催した。多文化主

義の軋轢をベルギーがどう克服しようとしているか、討議する貴重な機会となった。ま

た、3 月にブリュッセル市の高等司法評議会を訪問し聞き取り調査を行った。 

  後者については、パリ第８大学の小坂井敏晶准教授をお招きして、東京の明治大学

で、「＜開かれた社会＞の規範論」と題する研究会を行い、ヘイト・スピーチに象徴され

る閉じさ排除型社会の対極にある社会の基本性格について原理的討論を行った。また、ネ

ット上にあふれるヘイト・スピーチのつぶやきを期間を区切って網羅的に収集し、ビッ

グ・データを構築した。詳細な分析は 2016 年度に着手する予定である。 

自身の研究活動およびそのアウトプットについて。 

 法の自律性と自然科学（とりわけ認知科学、進化心理学、進化倫理学）との関係につい

ての考察をまとめた原稿の中国語版が、「自然法則与法的正義‐論法学的生物科学化‐

（自然の摂理と法的正義：法学の生物科学化をめぐって）」（郭薇訳）として『浙大法律

評論』第 3 巻 315-329 頁（2016 年 3 月）に掲載された。また、これまでのベルギー／台

湾調査に立脚した、「司法への市民参加と文化ギャップーベルギーと台湾の調査からの問

い－」が、広渡清吾先生古稀記念論文集『民主主義法学と研究者の使命』（日本評論社）

519-536 頁に掲載された。 

 また、都市の個人化に深く関わる問題である近隣紛争をテーマにした、「ビッキーと孤

独な隣人たち－近隣トラブル－」が、阿部昌樹他編『新入生のためのリーガル・トピック

50』（法律文化社）82-83 頁に掲載された。 

 さらに、5 月 30 日に台北市公務人力発展中心における International Conference on the 

Prospect and Challenge of Indigenous Legal Institutions (国立台北教育大学・天主教輔仁

大学・国立清華大学主催)にて、Cultural Gaps in the Courtroom: Law, Languages and 

Implicit Bias と題する講演を、８月５日に The 4th East Asian Law and Society 

Conference にて、Translation and Confrontation: Law, Language and Culture in the 

Courtroom と題する報告を、12 月 12 日に東北亜比較法学シンポジウム（長春理工大学主

催）にて「各国代表発言」（法文化を論じる意義についての講演）を、それぞれ行った。 
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その他（教育活動ほか） 

 通常の教育活動としては、全学教育の主題別科目（社会の認識）、学部向け「演習

Ⅱ」、研究大学院・法科大学院向け「現代法社会論」「現代法思想」、学部向け「法社会

学」講義を担当したほか、大学院共通科目「性差研究入門」に一コマ出講した。 

 また、藤女子大学の非常勤講師として、前期「法学特講 C-a」、後期「法学特講 C-b」

を担当した。 

 さらに、法学研究科公開講座の企画者兼講師として「ヘイト・スピーチと表現の自由」

と題する講演を 8 月 20 日に行った。。 

 

論文 

論文標題 雑誌名 発行年 頁 

司法への市民参加と文化ギャッ

プーベルギーと台湾の調査から

の問い－ 

広渡清吾先生古稀記念論文集

『民主主義法学と研究者の使

命』（日本評論社） 
 

2015 519-536 

自然法则与法的正义‐论法学的

生物科学化‐ 
浙江大学法律評論第 3 巻 2016 315-329 

ビッキーと孤独な隣人たち－近

隣トラブル－ 
 

阿部昌樹他編『新入生のため

のリーガル・トピック 50』
（法律文化社） 
 

2016 82-83 

 

学会発表 

発表課題 学会等名 年月日 発表場所 

Cultural Gaps in the 
Courtroom: Law, Languages 
and Implicit Bias 

International 
Conference on the 
Prospect and Challenge 
of Indigenous Legal 
Institutions (国立台北教

育大学・天主教輔仁大

学・国立清華大学主催) 

2015 年 
5 月 30
日 

台北市公務人

力発展中心 

Translation and 
Confrontation: Law, 
Language and Culture in the 
Courtroom 

The 4th East Asian Law 
and Society Conference 

2015 年 
8 月 5 日 

早稲田大学 

各国代表発言 東北亜比較法学シンポジ

ウム 
2015 年

12 月 12
日 

長春理工大学 

 

 


